
平成 30 年度むらづくり審査にあたり  

講評：中国四国農政局むらづくり審査会 主査 横溝 功  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 皆様、本日は、「農林水産祭豊かなむらづくり部門」での受賞、誠におめでとう

ございます。心よりお祝いを申し上げます。 

 審査会の委員を代表いたしまして、受賞団体ごとに審査講評を述べさせていただ

きます。 

 

 ◆平川村定住推進協議会 

 岡山県高梁市備中町平川地区は、標高 450ｍの吉備高原の西端に位置します。 平

川地区を含む旧備中町は、ぶどう・トマトが盛んであります。しかし、高齢化率は

64.4％に達し、農業就業者の平均年齢は 70 歳を超えています。以下、平川村定住推

進協議会の評価すべき点をあげます。 

第１に、平成 18 年度に、ぶどう・トマト部会の園地 200 筆の聞き取り調査を実施

して，5～10 年後の廃園の予想図を作成されています。 

 第 2 に、平成 19 年度に、農家の栽培継続可能年数や新規就農者の受入に対する

意向調査を実施しています。その結果、栽培継続可能年数が 10 年後までとした農家

が、ぶどうで約 3 割、トマトで約 9 割にも上ったことを明らかにしました。また、
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就農希望者の受入に対して、76％が賛成であることを明らかにしました。このよう

に、自ら聞き取り調査や意向調査を行ったことは、高く評価できます。 

 第 3 に、当該地区のステークホルダーだけではなく、市・JA・普及指導センター

も参画した平川村定住推進協議会を、平成 20 年度に立ち上げています。そして、年

間に 20 回以上の協議を行っています。 

 第 4 に、当該協議会では、「体感・田舎暮らし事業」の創設によって、週末を利用

して、就農希望者を受け入れ、農業体験や地域行事に参加してもらい、地域住民と

の交流を図っています。半年から最長 2 年の「お試し期間」で、当該協議会の地域

組織・住民と就農希望者との間でマッチングできる仕組みになっています。 

 第 5 に、当該協議会では、その宿泊場所の確保のために、元教員住宅を改修し、

指定管理者として、管理しています。 

第 6 に、当該協議会では、「空き家・空き農地登録バンク制度」により、就農希望

者のための住居と農地の情報を収集しています。 

第 7 に、その結果、平成 19 年度にぶどうの新規就農者 1 組の確保を契機に、現

在まで、トマト 2 組、ぶどう 7 組が就農しています。 

第 8 に、以上の努力によって、ぶどう農家が、平成 20 年度の 44 戸、11.64ha か

ら、平成 29 年度の 51 戸、14.2ha に増加しています。 

 

◆御槇ふるさとづくり活動推進協議会 

愛媛県宇和島市御槇地区は、標高 250ｍの周囲を森林に囲まれた中山間地域であ

ります。ハード面では、中山間特有の零細分散の圃場を、平成 12 年に圃場整備し、

ソフト面では「御槇生産組合」を設立しています。しかし、高齢者の独居率が宇和

島市内で一番高く、地区で唯一の保育所が平成 20 年に休園し、平成 22 年に廃園し

ています。以下、御槇ふるさとづくり活動推進協議会の評価すべき点をあげます。 

 第 1 に、平成 21 年度から宇和島市が実施する「元気な集落づくり事業」のモデル

事業に選定され、地域住民で構成する「御槇ふるさとづくり活動推進協議会」を立

ち上げました。当該事業を平成 21 年度から 23 年度の 3 年間実施し、その間、愛媛

大学教員をアドバイザーに迎え、当該協議会に 5 つの部会を設置しています。 

 3 年間の活動では、将来ビジョンとそのための活動計画策定のため、集落調査や

ワークショップ等を実施しています。 

 最終年度に、愛媛大学教員のコーディネートにより、6 回のワークショップを経

て「みまきビジョン」を策定しています。 

 第 2 に、その「みまきビジョン」の大テーマ、「夢をもって心豊かに住み続けられ

る御槇」の下、①仕事・特産品づくり、②内外・世帯間の交流の場、③助け合いの

仕組み、④伝統の継承とこれから等、具体的な 7 つの計画を策定しています。 



 第 3 に、「①仕事・特産品づくり」の「特産品づくり」では、平成 24 年 2 月に「御

槇米生産協議会」を設立し、「御槇米」のブランド化やマーケティングに力を入れて

います。宇和島市のふるさと納税の返礼品になっています。 

 第 4 に、「①仕事・特産品づくり」の「仕事づくり」では、旧保育所を改修して、

平成 26 年 4 月に、農家レストラン兼宿泊施設「みまきガーデン」をオープンしてい

ます。運営の中心は、女性グループ「まごころ会」であり、新たな仕事を創出して

います。また、平成 26 年度から地域おこし協力隊を 3 名受け入れています。退任し

た 2 名のうち、1 名は集落内に定住し、1 名は就農して、えごま生産や「御槇生産組

合」のオペレーターとして活躍しています。 

 第 5 に、「みまきガーデン」を中心に、「②内外・世帯間の交流」が図られていま

す。 

 第 6 に、「みまきガーデン」では、平成 26 年 10 月から、週に 1 回、独居高齢者を

対象に配食サービスを行っていて、「③助け合いの仕組み」に合致しています。 

 第 7 に、「御槇郷土芸能保存会」では、「④伝統の継承とこれから」の役割を果た

しています。 

 第 8 に、以上の努力によって、平成 26 年から人口は 350 人前後を維持していま

す。 

 

◆郷地区活性化委員会 

高知県津野町郷地区は、四国カルスト・天狗高原の麓に位置する山間地でありま

す。平成 17 年から平成 30 年までに、人口が 24％減少しました。65 歳以上の高齢

化率は 48％となっています。平成 22 年に郷小学校が閉校になりました。以下、郷

地区活性化委員会の評価すべき点をあげます。 

 第 1 に、平成 22 年 4 月に、小学校跡地に多目的集会所の建設を目指し、「郷地区

集会所建設委員会」を発足させ、平成 24 年 4 月に、「郷地区活性化検討委員会」を

発足させています。そして、住民主体による活性化プランを策定しています。当該

プランを下に、イベント、青空ビュッフェ等による地域内外の交流、特産品づくり、

景観保全等に取り組んでいます。 

平成 27 年 6 月に、高知県が推進する集落活動センターを立ち上げています。名

称は、「郷地区集落活動センター奥四万十の郷」であり、運営主体は、「郷地区活性

化検討委員会」であります。年 1 回の「総会」と毎月の「役員会議」が開催されて

います。 

第 2 に、社会福祉協議会や高知県立大学と連携し、高齢者の見守り活動、防災活

動を進めています。 

 第 3 に、平成 25 年から、清流保全パートナーズ協定に基づく寄付金を活用し、清



流保全を行っています。 

 第 4 に、8 集落全てで、中山間地域等直接支払制度を活用し、農地保全に努めて

います。また、放棄地となった茶園 13ａを再生させ、ブランド茶 60～70kg を生産

しています。 

 第 5 に、平成 28 年 5 月に、「農家食堂 café イチョウノキ」をオープンさせ、土日

の営業、平日は予約営業を行っています。スタッフ数も 4 名から 17 名に増加させ

ています。月一回の居酒屋の営業、高齢者に対する配食サービスにも取り組んでい

ます。また、高齢者を孤立させないためのボランティア活動も実施しています。 

 第 6 に、平成 28 年 12 月に県立牧野植物園と連携協定を締結し、山野草調査、イ

ベント、メニュー開発に取り組んでいます。具体的には、自生するクレソンや地元

野菜を活用した「津野山はいからうどん」を商品開発しています。 

 第 7 に、津野町から公園管理の委託を受けたり、高知県須崎土木事務所から国道

の草刈り・整備の委託を受けたりしています。また、「郷地区老人クラブ」は、環境

美化活動に取り組んでいます。 

 第 8 に、結婚適齢期の独身男性が多いことに鑑み、平成 24 年から婚活イベント

に取り組んでいます。その結果、5 組のカップルが誕生しています。以上の努力に

よって、平成 26 年から人口は 350 人前後を維持しています。 

 

◆全体講評 

「平川村定住推進協議会」では、ぶどうとトマトの農作物を軸に、Ｉターンのシ

ステムがつくられていました。「御槇ふるさとづくり活動推進協議会」と「郷地区活

性化委員会」では、保育園や小学校が閉園や閉校になる中、当該施設を利用して、

農家レストランや農家食堂がつくられていました。 

 中山間地域の高い標高における昼夜温の寒暖差を利用した農作物の差別化、農家

レストランや農家食堂を拠点とした付加価値の創出に、「むらづくり」のヒントがあ

ると感じました。 

このように、各々が地域の資源を見直して、中山間地域に生き生きとした農業や

生活の場をつくられていました。そのことが、Ｉターン、Ｕターン、Ｊターンにつ

ながっています。新たな定住、都市農村交流を通じて、「むらづくり」がさらに展開

することを期待いたしております。 


